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赤
松
秀
岳　

教
授　

著
作
目
録

Ⅰ　

 
著
書

１　

本
城
武
雄
・
月
岡
利
男
編
『
物
権
法
』（
分
担
執
筆
）�

嵯
峨
野
書
院　
　
　

一
九
八
七
年

２　

椿
寿
夫
・
右
近
健
男
編
『
ド
イ
ツ
債
権
法
総
論
』（
分
担
執
筆
）�

日
本
評
論
社　
　
　

一
九
八
八
年

３　

土
居
靖
美
・
森
脇
隆
・
目
崎
哲
久
編
『
設
例
法
学
入
門
』（
分
担
執
筆
）�

嵯
峨
野
書
院　
　
　

一
九
八
九
年

４　
『
物
権
・
債
権
峻
別
論
と
そ
の
周
辺
―
―
二
十
世
紀
ド
イ
ツ
に
お
け
る
展
開
を
中
心
に
』�

成
文
堂　
　
　

一
九
八
九
年

５　

半
田
正
夫
・
近
江
幸
治
・
池
田
真
朗
・
本
田
純
一
・
右
近
健
男
編
『
ス
リ
ー
ス
テ
ッ
プ

　
　
　
　

民
法
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
・
問
題
と
ヒ
ン
ト
」（
分
担
執
筆
）�

一
粒
社　
　
　

一
九
九
二
年

６　

椿
寿
夫
・
右
近
健
男
編
『
注
釈
ド
イ
ツ
不
当
利
得
・
不
法
行
為
法
』（
分
担
執
筆
）�

日
本
評
論
社　
　
　

一
九
九
〇
年

７　

中
井
美
雄
編
『
債
権
総
論
』（
分
担
執
筆
）�

青
林
書
院　
　
　

一
九
九
三
年

８　

湯
浅
道
男
編
『
初
め
て
学
ぶ
民
法
Ⅰ
民
法
総
則
・
物
権
法
』（
分
担
執
筆
）�

成
文
堂　
　
　

一
九
九
四
年

９　
『
口
述
講
義
債
権
総
論
』�

信
山
社　
　
　

一
九
九
四
年

10　
『
十
九
世
紀
ド
イ
ツ
私
法
学
の
実
像
』�

成
文
堂　
　
　

一
九
九
五
年

11　

右
近
健
男
編
『
注
釈
ド
イ
ツ
契
約
法
』（
分
担
執
筆
）�

三
省
堂　
　
　

一
九
九
五
年

12　

畑
安
次
・
舟
越
耿
一
編
『
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
憲
法
』（
分
担
執
筆
）�

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房　
　
　

一
九
九
九
年

13　
『
叢
書
民
法
総
合
判
例
研
究
・
賃
借
権
の
侵
害
』�

一
粒
社　
　
　

二
〇
〇
〇
年

14　

H
idetake A

kam
atsu, Joachim

 Rückert (H
rsg.), 

　
　
　
　

FRIED
RICH

 CA
RL V

O
N
 SA

V
IGN

Y
 Politik und N

euere 
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Legislationen.M
aterialien zum

 Geist der Gesetzgebung.�
V
ittorio K

losterm
ann　

　
　
　
　
　

2000

15　

松
井
宏
興
編
『
民
法
の
世
界
２
物
権
法
』（
分
担
執
筆
）�

信
山
社　
　
　

二
〇
〇
二
年

16　

平
井
一
雄
編
『
民
法
Ⅱ
（
物
権
）』（
分
担
執
筆
）�

青
林
書
院　
　
　

二
〇
〇
二
年

17　

椿
寿
夫
・
新
美
育
文
編
著
『
解
説
・
関
連
で
み
る
民
法
Ⅱ
』（
分
担
執
筆
）�

日
本
評
論
社　
　
　

二
〇
〇
七
年

18　

奥
田
昌
道
・
池
田
真
朗
・
潮
見
佳
男
編
『
法
学
講
義
・
民
法
４
債
権
総
論
』（
分
担
執
筆
）�

悠
々
社　
　
　

二
〇
〇
七
年

19　

勝
田
有
恒
・
山
内
進
編
著
『
近
世
・
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
法
学
者
た
ち

　
　
　
　

―
―
グ
ラ
ー
テ
ィ
ア
ヌ
ス
か
ら
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ま
で
―
―
』（
分
担
執
筆
）�ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房　
　
　

二
〇
〇
八
年

20　

池
田
真
朗
編
著
『
現
代
民
法
用
語
辞
典
』（
執
筆
項
目
「
債
権
」「
持
参
債
務
」「
種
類
債
権
」

　
　
　
　
「
制
限
種
類
債
権
」「
送
付
債
務
」「
特
定
」「
特
定
債
権
」「
特
定
物
・
種
類
物
」「
特

　
　
　
　

定
物
債
権
」「
取
立
債
務
」）�

税
務
経
理
協
会　
　
　

二
〇
〇
八
年

21　
『
新
外
国
証
券
関
係
法
令
集
・
ド
イ
ツ
（
新
訂
）』（
共
訳
）�

（
財
）
日
本
証
券
経
済
研
究
所　
　
　

二
〇
〇
九
年

22　

七
戸
克
彦
監
修
、
日
本
司
法
書
士
会
連
合
会
・
日
本
土
地
家
屋
調
査
士
会
連
合
会
編

　
　
　
　
『
条
解
不
動
産
登
記
法
』（
分
担
執
筆
）�

弘
文
堂　
　
　

二
〇
一
三
年

23　

松
岡
久
和
・
山
野
目
章
夫
編
著
『
新
・
判
例
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
【
物
権
法
】』（
分
担
執
筆
）�

日
本
評
論
社　
　
　

二
〇
一
五
年

24　
『
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
演
習
民
法
』�

法
学
書
院　
　
　

二
〇
一
五
年

25　
『
基
本
演
習
民
法
』�

法
学
書
院　
　
　

二
〇
一
七
年

Ⅱ　
論
文

１　
「
第
三
者
の
債
権
侵
害
に
関
す
る
一
考
察
―
―
ド
イ
ツ
に
お
け
る
学
説
史
の
一
端
（
一
）
～
（
二
・
完
）」



33

�

『
同
志
社
法
学
』
一
七
四
号　
　
　

一
九
八
二
年

２　
「
物
権
概
念
の
『
柔
軟
化
』
に
つ
い
て
―
―
ラ
イ
ザ
ー
の
物
権
法
論
に
よ
せ
て
」

�

『
同
志
社
法
学
』
一
八
五
号　
　
　

一
九
八
四
年

３　
「
ラ
イ
ザ
ー
の
所
有
権
論
に
関
す
る
一
視
点
―
―
『
自
由
の
適
正
な
行
使
に
つ
い
て
（
一
九
八
二
）』
を
中
心
に
」

�

『
徳
島
文
理
大
学
研
究
紀
要
』
三
一
号　
　
　

一
九
八
六
年

４　
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
物
権
・
債
権
峻
別
論
の
展
開
」�

『
徳
島
文
理
大
学
研
究
紀
要
』
三
三
号　
　
　

一
九
八
七
年

５　
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
物
権
・
債
権
峻
別
論
の
展
開
」�

『
私
法
』
四
九
号　
　
　

一
九
八
七
年

６　
「『
法
的
論
理
』
と
物
権
・
債
権
峻
別
論
―
―
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
に
依
拠
し
て
」

�

『
徳
島
文
理
大
学
研
究
紀
要
』
三
四
号　
　
　

一
九
八
七
年

７　
「
ナ
チ
ス
法
学
と
物
権
・
債
権
峻
別
論
」�

『
徳
島
文
理
大
学
研
究
紀
要
』
三
五
号　
　
　

一
九
八
八
年

８　

石
田
喜
久
夫
・
赤
松
秀
岳
「
業
種
別
に
み
た
消
費
者
保
護
Ⅰ
不
動
産
取
引
」

�

『
消
費
者
講
座
（
第
四
巻
）』（
日
本
評
論
社
）　　
　

一
九
八
八
年

９　
「
ト
ピ
ク
と
日
本
民
法
学
―
―
物
権
・
債
権
峻
別
論
へ
の
示
唆
を
求
め
て
」

�

『
徳
島
文
理
大
学
研
究
紀
要
』
三
六
号　
　
　

一
九
八
八
年

10　
「
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
と
ナ
チ
ス
法
―
―
Ｊ
・
リ
ュ
ッ
ケ
ル
ト
の
研
究
を
て
が
か
り
に
」

�

関
西
大
学
法
学
研
究
所
研
究
叢
書
第
三
冊
『
ナ
チ
ス
法
の
思
想
と
現
実
』　　
　

一
九
八
九
年

11　
「
債
権
に
基
づ
く
妨
害
排
除
の
問
題
は
、
な
お
論
ず
べ
き
点
を
残
し
て
い
な
い
か
」

�

椿
寿
夫
編
『
講
座
・
現
代
契
約
と
現
代
債
権
の
展
望
①
』（
日
本
評
論
社
）　　
　

一
九
九
〇
年

12　
「
近
代
パ
ン
デ
ク
テ
ン
体
系
の
史
的
素
描
」�

『Jurisprudentia

・
国
際
比
較
法
制
研
究
』
第
二
巻　
　
　

一
九
九
一
年
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13　
「
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
と
物
権
・
債
権
峻
別
論
」�

『
熊
本
法
学
』
七
〇
号　
　
　

一
九
九
一
年

14　
「
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
研
究
の
新
た
な
展
開
」�『
高
島
平
蔵
先
生
古
稀
記
念
民
法
学
の
新
た
な
展
開
』（
成
文
堂
）　　
　

一
九
九
三
年

15　
「
債
権
者
代
位
権
の
転
用
―
―
妨
害
排
除
請
求
権
の
代
位
行
使
に
関
す
る
判
例
理
論
を
中
心
に
」

�

『
谷
口
知
平
先
生
追
悼
論
文
集
２
契
約
法
』（
信
山
社
）　　
　

一
九
九
三
年

16　
「
法
源
と
し
て
の
法
学
・
ヤ
ー
コ
プ
ス
の
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
研
究
―
―
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
研
究
の
新
た
な
展
開
（
続
）」

�

『
熊
本
法
学
』
七
六
号　
　
　

一
九
九
三
年

17　
「
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
と
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
―
―
学
説
法
（W
issenschaftliches Recht

）
と
そ
の
可
能
性
」

�

『
熊
本
法
学
』
七
九
号　
　
　

一
九
九
四
年

18　
「『
概
念
法
学
』
像
の
揺
ら
ぎ
に
つ
い
て
―
―
パ
ン
デ
ク
テ
ン
法
学
研
究
の
新
た
な
展
開
」

�

『
熊
本
法
学
』
八
〇
号　
　
　

一
九
九
四
年

19　
「
民
法
典
の
体
系
」�

『
法
学
教
室
』
一
八
一
号　
　
　

一
九
九
五
年

20　
「『
使
命
』
の
誕
生
と
そ
の
情
況
―
―
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
手
稿
『
政
治
。
最
近
の
諸
立
法
』
に
つ
い
て
」

�

『H
isotira Juris 

比
較
法
史
研
究
―
―
思
想
・
制
度
・
社
会
⑤
』　　
　

一
九
九
六
年

21　
「
歴
史
法
学
派
か
ら
法
典
編
纂
へ
」

�

石
部
雅
亮
編
『
ド
イ
ツ
民
法
典
の
編
纂
と
法
学
』（
九
州
大
学
出
版
会
）　　
　

一
九
九
九
年

22　
「
仮
登
記
制
度
と
ド
イ
ツ
民
法
典
編
纂
―
―
帝
国
司
法
庁
（Reichsjustizam

t

）
の
役
割
に
着
目
し
て
（
一
）
～
（
三
・
完
）」

�

『
民
商
法
雑
誌
』
一
一
九
巻
四
＝
五
号
、
六
号
、
一
二
〇
巻
一
号　
　
　

一
九
九
九
年

23　

Bezugnahm
en auf das deutsche BGB in der japanischen Rechtsprechung? Eine Fallstudie.

　
　
　
　

U
lrich Falk/H

einz M
ohnhaupt (H

rsg.), D
as Bürgerliche Gesetzbuch und seine Richter.
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Zur Reaktion der Rechtsprechung auf die K
odifikation des deutschen Privatrechts (1896-1914)�

2000

24　
「
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
と
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
―
―
実
証
化
す
る
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
研
究
」

�

石
田
喜
久
夫
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
『
民
法
学
の
課
題
と
展
望
』（
成
文
堂
）　　
　

二
〇
〇
〇
年

25　
「
私
道
（
位
置
指
定
道
路
・
み
な
し
道
路
）
の
通
行
妨
害
」�

『
み
ん
け
ん
（
民
事
研
修
）』
五
三
三
号　
　
　

二
〇
〇
一
年

26　
「
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
に
つ
い
て
―
―
契
約
と
福
祉
行
政
の
一
局
面
」

�

『
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
』
八
巻
一
＝
二
合
併
号　
　
　

二
〇
〇
一
年

27　
「
実
証
的
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
研
究
の
裾
野
―
―
最
近
のD
issertationen

か
ら
」

�

金
山
直
樹
編
『
法
に
お
け
る
歴
史
と
解
釈
』（
法
政
大
学
出
版
局
）　　
　

二
〇
〇
三
年

28　
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
と
法
」

　
　
　
　

熊
本
県
立
大
学
総
合
管
理
学
部
創
立
一
〇
周
年
記
念
論
文
集

　
　
　
　
『
新
千
年
紀
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
（
下
巻
）』�

（
九
州
大
学
出
版
会
）　　
　

二
〇
〇
四
年

29　
「『
抵
当
権
に
基
づ
く
妨
害
排
除
請
求
』
に
関
す
る
一
試
論
」

�

『
岡
山
大
学
法
学
会
雑
誌
』
五
五
巻
三
＝
四
号　
　
　

二
〇
〇
六
年

30　
「
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
法
史
学
講
義
」

　
　
　

河
内
宏
・
大
久
保
憲
章
・
采
女
博
文
・
児
玉
寛
・
川
角
由
和
・
田
中
教
雄
編
『（
原
島
重
義
先
生
傘
寿
記
念
）

　
　
　

市
民
法
学
の
歴
史
的
・
思
想
的
展
開
』�

（
信
山
社
）　　
　

二
〇
〇
六
年

31　

Eugen-Ehrlich-Rezeption, Rechtssoziologie und Zivilistik in Japan

　
　
　
　

W
ilhelm

 Brauneder/K
azuhiro T

akii (H
rsg.), 

　
　
　
　

D
ie österreichschen Einflüsse auf die M

odernisierung des japanischen Rechts　

�
2007
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32　

Savignys V
orlesungen der Rechtsgeschichte

　
　
　
　

U
lrich W

ackerbarth/T
hom

as V
orm

baum
/H

ans-Peter M
arutschke (H

rsg.), 
　
　
　
　

Festschrift für U
lrich Eisenhardt zum

 70. Geburtstag,�
2007

33　
「
ロ
マ
ニ
ス
テ
ィ
ク
と
ロ
マ
ン
テ
ィ
ク
―
―
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
に
お
け
る
法
学
形
成
の
断
章
―
―
」

�

『
法
政
研
究
』
七
五
巻
一
号　
　
　
　

二
〇
〇
八
年

34　
「
債
権
概
念
と
債
権
法
の
意
義
―
―
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
債
務
法
論
―
―
」�『
同
志
社
法
学
』
六
〇
巻
七
号　
　
　
　

二
〇
〇
九
年

35　
「
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
の
債
権
法
論
」�『
龍
谷
大
学
社
会
科
学
研
究
所
社
会
科
学
研
究
年
報
』
三
九
号　
　
　
　

二
〇
〇
九
年

36　
「
ド
イ
ツ
法
典
編
纂
に
お
け
る
債
務
法
総
則
―
―
Ｂ
Ｇ
Ｂ
部
分
草
案
と
ド
レ
ー
ス
デ
ン
草
案
」

�

『
法
政
研
究
』
七
七
巻
一
号　
　
　
　

二
〇
一
〇
年

37　
「
民
法
三
九
九
条
の
『
歴
史
的
意
義
』」�

『
法
政
研
究
』
七
八
巻
二
号　
　
　
　

二
〇
一
一
年

38　
「
歴
史
か
ら
眺
め
る
民
法
（
債
権
関
係
）
改
正
―
―
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
を
視
座
と
し
て
―
―
」

�

池
田
恒
男
・
高
橋
眞
編
著
『
現
代
市
民
法
学
と
民
法
典
』（
日
本
評
論
社
）　　
　
　

二
〇
一
二
年

39　

D
as Recht des T

heaters in der N
euzeit Japans, 

　
　
　
　

U
FIT

A
. A

rchiv für U
rheber- und M

edienrecht, 2012 II,�
2012

40　

�Savignys Beitrag zum
 preußischen U

rhebergesetz von 1837, sein Leben als akadem
ischer

　
　
　
　

Lehrer und seine Rechtslehre,

　
　
　
　

U
FIT

A
. A

rchiv für U
rheber-und M

edienrecht, 2014 I�
2014

41　

D
ie Savigny-Rezeptionen in Japan und die Savigny-“Bilder” dabei,

　
　
　
　

Joachim
 Rückert/T

om
as D

uve (H
rsg.), Savigny international? Savignyana 13, 
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V
ittorio K

losterm
ann, Frankfurt am

 M
ain, Germ

any �
2015

42　
�Privatautonom

ie und die Schuldrechtsreform
 in Japan. V

ertrag, "K
onsens" und der W

ille
　
　
　
　

des Einzelnen,

　
　
　
　

M
acro H

aase (H
rsg.), Privatautonom

ie. A
ufgaben und Grenzen, Recht in A

sien Bd. 15, N
om

os�
2015

43　

�N
achdrucksverbot und V

orlesungen bei Friedrich Carl von Savigny. Seine Forderungen

　
　
　
　

nach "N
euheit und 　

U
nbefangenheit" in den V

orlesungen und Büchern, 

　
　
　
　

U
FIT

A
. A

rchiv für U
rheber- und M

edienrecht, 2016 ii�
2016

44　

�Ein Beitrag zu den H
intergründen für die w

eltw
eite und überzeitliche Rezeption von

　
　
　
　

Savignys Rechtsdenken, insbesondere seiner Schrift V
om

 Beruf,

　
　
　
　

Stephan M
eder / Christoph-Eric M

ecke(H
rsg.), Savigny Global 1814-2014. 

　
　
　
　

“V
om

 Beruf unsrer Zeit” zum
 transnationalen Recht des 21. Jahrhunderts�

2016

45　
「
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
法
学
と
思
想
―
―
グ
ロ
ー
バ
ル
な
受
容
と
そ
の
背
景
―
―
」

�

『
同
志
社
法
学
』
三
八
八
号　
　
　

二
〇
一
七
年

46　
「
転
用
型
債
権
者
代
位
権
（
従
来
の
取
扱
い
と
民
法
改
正
の
影
響
）」�

『
月
報
司
法
書
士
』
五
五
八
号　
　
　

二
〇
一
八
年

Ⅲ　

紹
介
、
解
説
、
書
評
等

１　
「
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
コ
ツ
ィ
オ
ー
ル
著
『
第
三
者
の
債
権
侵
害
』（
紹
介
）」�
『
同
志
社
法
学
』
一
六
六
号　
　
　

一
九
八
一
年

２　
「
ド
イ
ツ
債
権
法　

仮
訳
と
解
説
（
47
）」（
ド
イ
ツ
民
法
第
五
五
三
条
～
第
五
五
五
条
）」

�

『
法
律
時
報
』
五
四
巻
一
〇
号　
　
　

一
九
八
二
年
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３　
「
債
権
譲
渡
否
認
権
承
認
事
件
（
最
判
昭
和
五
六
年
一
〇
月
一
三
日
）」「
相
殺
充
当
事
件
」

　
　
　
　
（
最
判
昭
和
五
六
年
七
月
二
日
）�

『
判
例
辞
典
』（
六
法
出
版
社
）　　
　

一
九
八
三
年

４　
「
カ
ナ
リ
ス
『
債
権
の
物
権
化
』（
紹
介
）」�

『
同
志
社
法
学
』
一
七
九
号　
　
　

一
九
八
三
年

５　
「
ド
イ
ツ
債
権
法
・
仮
訳
と
解
説
（
53
）（
54
）」（
ド
イ
ツ
民
法
第
五
七
〇
条
～
第
五
七
四
条
）」

�

『
法
律
時
報
』
五
五
巻
六
号　
　
　

一
九
八
三
年

６　
「
ド
イ
ツ
債
権
法
・
仮
訳
と
解
説
（
63
）（
ド
イ
ツ
民
法
第
二
八
一
条
）」�

『
法
律
時
報
』
五
七
巻
四
号　
　
　

一
九
八
四
年

７　
「
対
抗
力
の
な
い
建
物
賃
借
権
に
基
づ
く
妨
害
排
除
請
求
（
東
京
地
判
昭
和
五
八
年
一
一
月
一
四
日
）」

�

『
法
律
時
報
』
五
七
巻
一
号　
　
　

一
九
八
五
年

８　
「
ド
イ
ツ
債
権
法
・
仮
訳
と
解
説
（
72
）（
ド
イ
ツ
民
法
第
三
二
五
条
）」�

『
法
律
時
報
』
五
七
巻
四
号　
　
　

一
九
八
五
年

９　
「
ド
イ
ツ
債
権
法
・
仮
訳
と
解
説
（
73
）（
ド
イ
ツ
民
法
第
三
二
六
条
・
第
三
二
七
条
）」

�

『
法
律
時
報
』
五
七
巻
六
号　
　
　

一
九
八
五
年

10　
「
不
動
産
譲
渡
担
保
権
に
基
づ
く
第
三
者
に
対
す
る
目
的
物
返
還
請
求
（
大
阪
高
判
昭
和
五
九
年
一
〇
月
一
六
日
）」

�

『
法
律
時
報
』
五
七
巻
八
号　
　
　

一
九
八
五
年

11　

イ
ン
ゲ
ボ
ル
グ
・
マ
ウ
ス
「
ナ
チ
ズ
ム
に
お
け
る
法
学
方
法
論
と
司
法
の
機
能
（
翻
訳
）」

�

Ｈ
・
ロ
ッ
ト
ロ
イ
ト
ナ
ー
編
・
ナ
チ
ス
法
理
論
研
究
会
訳
『
法
、
法
哲
学
と
ナ
チ
ズ
ム
』（
み
す
ず
書
房
）　　
　

一
九
八
七
年

12　
「
本
人
無
権
代
理
人
相
続
事
件
―
―
民
法
一
一
七
条
の
責
任
の
相
続
（
最
判
昭
和
四
八
年
八
月
三
日
）」

�

石
田
喜
久
夫
・
湯
浅
道
男
編
『
判
例
演
習
民
法
１
民
法
総
則
』（
成
文
堂
）　　
　

一
九
八
八
年

13　
「
通
路
の
共
同
賃
借
権
に
基
づ
く
妨
害
排
除
請
求
権
（
東
京
地
判
昭
和
六
三
年
二
月
二
六
日
）」

�

『
法
律
時
報
』
六
一
巻
八
号　
　
　

一
九
八
九
年
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14　

リ
ス
・
フ
ロ
ス
ト
「
デ
ン
マ
ー
ク
の
高
齢
者
政
策
に
お
け
る
民
主
主
義
と
福
祉
の
手
段
と
し
て
の
法
律
（
翻
訳
）」

�

『
高
齢
者
社
会
―
―
そ
の
苦
悩
と
政
策
へ
の
挑
戦
』（
日
本
加
除
出
版
）　　
　

一
九
九
一
年

15　
「
ド
イ
ツ
成
年
後
見
制
度
の
改
革
（
一
）
―
―
世
話
法
（Betreuungsgesetz

）
注
解
（
ド
イ
ツ
民
法
第
一
八
九
六
条
）」

�

『
民
商
法
雑
誌
』
一
〇
五
巻
四
号　
　
　

一
九
九
二
年

16　
「
物
権
・
債
権
峻
別
論
の
現
代
的
意
義
」�

『
九
州
法
学
会
会
報
』
一
九
九
一
年　
　
　

一
九
九
二
年

17　
「
短
期
賃
借
人
と
買
受
人
に
よ
る
将
来
の
明
渡
請
求
（
最
判
平
成
三
年
九
月
一
三
日
）」

�

『
法
律
時
報
』
六
五
巻
三
号　
　
　

一
九
九
三
年

18　
「
土
地
掘
下
事
件
―
物
権
的
予
防
請
求
権
（
大
判
昭
和
一
二
年
一
一
月
一
九
日
）」

�
石
田
喜
久
夫
・
湯
浅
道
男
編
『
判
例
演
習
民
法
２
物
権
法
』（
成
文
堂
）　　
　

一
九
九
三
年

19　
「
質
権
（
２
）
―
―
即
時
取
得
」

�

下
森
定
・
半
田
正
夫
編
『
別
冊
法
学
セ
ミ
ナ
ー
司
法
試
験
シ
リ
ー
ズ
（
第
３
版
）
民
法
Ｉ
』（
日
本
評
論
社
）　　
　

一
九
九
四
年

20　
「
吉
野
悟
著
『
近
世
私
法
史
に
お
け
る
時
効
』（
一
九
八
九
年
）（
書
評
）」

�

『H
isotira Juris

比
較
法
史
研
究
―
―
思
想
・
制
度
・
社
会
④
』　　
　

一
九
九
五
年

21　
「
第
三
者
の
債
権
侵
害
と
妨
害
排
除
」（
最
判
昭
和
二
八
年
一
二
月
一
八
日
）」

�

『
民
法
判
例
百
選
Ⅱ
債
権
〔
第
四
版
〕』
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
七
号　
　
　

一
九
九
六
年

22　
「
仮
登
記
と
善
意
取
得
」（
ド
イ
ツ
民
法
判
例
研
究
・BGH

 U
rteil vom

 31. 10. 1980=N
JW

 1981, 446

）」

�

『
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
』
三
巻
四
号　
　
　

一
九
九
七
年

23　

D
as reale Bild der Zivilistik im

 19. Jahrhundert in D
eutschland

�

『
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
』
第
四
巻
三
・
四
合
併
号　
　
　

一
九
九
八
年
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24　
「『
相
続
さ
せ
る
』
遺
言
と
登
記
手
続
に
つ
い
て
（
最
判
平
成
七
年
一
月
二
四
日
・
仙
台
地
判
平
成
九
年
八
月
二
八
日
）

�

『
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
』
五
巻
二
号　
　
　

一
九
九
八
年

25　
「
石
田
文
次
郎
『
財
産
法
に
お
け
る
動
的
理
論
』（
一
九
二
八
年
）」

�

加
藤
雅
信
編
集
代
表
『
民
法
学
説
百
年
史
』（
三
省
堂
）　　
　

一
九
九
九
年

26　
「
二
〇
〇
〇
年
学
界
回
顧
（
ド
イ
ツ
法
・
私
法
）」�

『
法
律
時
報
』
七
二
巻
一
三
号　
　
　

二
〇
〇
〇
年

27　
「
耳
野
健
二
『
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
法
思
考
―
―
ド
イ
ツ
近
代
法
学
に
お
け
る
体
系
の
概
念
』（
一
九
九
九
年
）（
書
評
）」

�

『 H
isotira Juris

比
較
法
史
研
究
―
―
思
想
・
制
度
・
社
会
⑨
』　　
　

二
〇
〇
一
年

28　
「
第
三
者
の
債
権
侵
害
と
妨
害
排
除
（
最
判
昭
和
二
八
年
一
二
月
一
八
日
）」

�
『
民
法
判
例
百
選
Ⅱ
債
権
〔
第
五
版
〕』
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
六
〇
号　
　
　

二
〇
〇
一
年

29　
「
二
〇
〇
一
年
学
界
回
顧
（
ド
イ
ツ
法
・
私
法
）」�

『
法
律
時
報
』
七
三
巻
一
三
号　
　
　

二
〇
〇
一
年

30　
「
販
売
目
論
見
書
法
、
有
価
証
券
の
寄
託
及
び
調
達
に
関
す
る
法
律
（
翻
訳
）」

�

『
外
国
証
券
関
係
法
令
集
・
ド
イ
ツ
』（
財
団
法
人
・
日
本
証
券
経
済
研
究
所
）　　
　

二
〇
〇
二
年

31　
「
種
類
債
権
の
特
定
（
最
判
昭
和
三
〇
年
一
〇
月
一
八
日
）」「
制
限
超
過
利
息
の
返
還
請
求
（
最
大
判
昭
和
四
三
年

　
　
　
　

�

一
一
月
一
三
日
）」「
自
然
債
務
（
大
判
昭
和
一
〇
年
四
月
二
五
日
）」「
第
三
者
の
債
権
侵
害
と
不
法
行
為

　
　
　
　
（
大
判
大
正
四
年
三
月
一
〇
日
）」「
第
三
者
の
債
権
侵
害
と
妨
害
排
除
（
最
判
昭
和
二
八
年
一
二
月
一
八
日
）」

�

奥
田
昌
道
・
安
永
正
昭
・
池
田
真
朗
編
『
判
例
講
義
・
民
法
Ⅱ
債
権
』（
悠
々
社
）　　
　

二
〇
〇
二
年

32　
「
貸
室
の
原
状
回
復
条
項
と
通
常
の
使
用
に
よ
る
損
耗
汚
染
（
大
阪
高
判
平
成
一
二
年
八
月
二
二
日
）」

�

『
法
律
時
報
別
冊
・
私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
』
二
五
号　
　
　

二
〇
〇
二
年

33　
「
二
〇
〇
二
年
学
界
回
顧
（
ド
イ
ツ
法
・
私
法
）」�

『
法
律
時
報
』
七
四
巻
一
三
号　
　
　

二
〇
〇
二
年
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34　
「
建
物
明
渡
時
に
お
け
る
賃
借
人
の
原
状
回
復
義
務
に
関
す
る
特
約
の
効
力
（
東
京
地
判
平
成
一
二
年
一
二
月
一
八
日
）」

�

『
法
律
時
報
』
七
五
巻
一
号　
　
　

二
〇
〇
三
年

35　
「『
相
続
さ
せ
る
』
遺
言
に
よ
る
不
動
産
取
得
を
第
三
者
に
対
抗
す
る
た
め
の
登
記
の
要
否
（
最
判
平
成
一
四
年
六
月
一
〇
日
）」

�

『
法
学
教
室
』
二
六
八
号　
　
　

二
〇
〇
三
年

36　
「
筏
津
安
恕
著
『
私
法
理
論
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
と
契
約
理
論
の
再
編
』
を
読
ん
で
」

�

ホ
セ
・
ヨ
ン
パ
ル
ト
・
三
島
淑
臣
・
長
谷
川
晃
編
『
法
の
理
論
』
二
二
号　
　
　

二
〇
〇
三
年

37　
「
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
賃
貸
借
と
原
状
回
復
特
約
（
東
京
高
判
平
成
一
二
年
一
二
月
二
七
日
）」

�

『
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
』
一
〇
巻
一=

二
号　
　
　

二
〇
〇
三
年

38　
「 

原
島
重
義
『
法
的
判
断
と
は
何
か
』」�

『
法
の
科
学
』
三
三
号　
　
　

二
〇
〇
三
年

39　

H
idetake A

kam
atsu, 《K

om
m
entierung bei M

. Ishibem
, T

. Isom
ura, Z. K

itagaw
a, H

. G. Leser,

　
　
　
　

J. M
urakam

i und H
.-P. M

arutschke (H
rsg.), Japanische Entscheidungen zum

 Bürgerlichen Recht I. 

A
llgem

einer T
eil und Sachenrecht in deutscher Ü

beretzung m
it rechtsvergleichenden

　
　
　
　

K
om

m
entierungen, p.41 (N

r.1), pp.137-138 (N
r.14), p.153 (N

r.16), p.199 (N
r.24), pp.241-242 (N

r.31), p.330 

(N
r.46), p.337 (N

r.47)

》, Carl H
eym

anns V
erlag�

2004

40　
「
不
法
原
因
『
給
付
』
の
意
義
（
最
判
昭
和
四
五
年
一
〇
月
二
一
日
）」

　
　
　
　

板
橋
郁
夫
・
家
崎
宏
・
湯
浅
道
男
・
若
原
紀
代
子
・
藤
井
俊
二
編
『
民
法
判
例
三
〇
講
〔
債
権
法
〕』（
成
文
堂
）

�

二
〇
〇
四
年

41　
「
被
相
続
人
の
占
有
に
よ
り
完
成
し
た
取
得
時
効
を
共
同
相
続
人
が
援
用
で
き
る
範
囲
（
最
判
平
成
一
三
年
七
月
一
〇
日
）」

�

『
岡
山
大
学
法
学
会
誌
』
五
四
巻
四
号　
　
　

二
〇
〇
五
年
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42　
「
相
続
財
産
の
共
有
と
相
続
財
産
中
の
可
分
債
権
（
最
判
平
成
一
六
年
四
月
二
〇
日
）」

�

『
法
律
時
報
』
七
七
巻
四
号　
　
　

二
〇
〇
五
年

43　
「
種
類
債
権
の
特
定
（
最
判
昭
和
三
〇
年
一
〇
月
一
八
日
）」「
制
限
超
過
利
息
の
返
還
請
求
（
最
大
判
昭
和
四
三
年

　
　
　
　

一
一
月
一
三
日
）」「
自
然
債
務
（
大
判
昭
和
一
〇
年
四
月
二
五
日
）」「
第
三
者
の
債
権
侵
害
と
不
法
行
為
（
大
判

　
　
　
　

大
正
四
年
三
月
一
〇
日
）」「
第
三
者
の
債
権
侵
害
と
妨
害
排
除
（
最
判
昭
和
二
八
年
一
二
月
一
八
日
）」

�

奥
田
昌
道
・
安
永
正
昭
・
池
田
真
朗
編
『
判
例
講
義
・
民
法
Ⅱ
債
権
』（
補
訂
版
）』（
悠
々
社
）　　
　

二
〇
〇
五
年

44　
「
第
三
者
の
債
権
侵
害
と
妨
害
排
除
（
最
判
昭
和
二
八
年
一
二
月
一
八
日
）」

�

『
民
法
判
例
百
選
Ⅱ
債
権
〔
第
五
版
新
法
対
応
版
〕』
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
六
〇
号　
　
　

二
〇
〇
五
年

45　

ヨ
ア
ー
ヒ
ム
・
リ
ュ
ッ
ケ
ル
ト
「
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
カ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
、
法
学
の
方
法
、
そ
し
て

　
　
　
　

法
の
モ
デ
ル
ネ
」（
日
本
語
訳
担
当
）

　
　
　
　

河
内
宏
・
大
久
保
憲
章
・
采
女
博
文
・
児
玉
寛
・
川
角
由
和
・
田
中
教
雄
編
『（
原
島
重
義
先
生
傘
寿
記
念
）

　
　
　
　

市
民
法
学
の
歴
史
的
・
思
想
的
展
開
』（
信
山
社
）　　
　

�

二
〇
〇
六
年

46　

�（
書
評
）《Rolf K
nütel, Shigeo N

ishim
ura (H

rsg.), H
undert Jahre Japanisches Zivilgesetzbuch

　
　
　
　

(Japanisches Recht 38 H
eym

anns, K
öln-Berlin-M

ünchen 2004. 399 S.

》
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47　
「
誌
上
答
練A

dvance

コ
ー
ス
民
法
」『
受
験
新
報
』
六
八
一
号
～
八
〇
五
号�

二
〇
〇
七
年
～
二
〇
一
八
年
（
連
載
中
）

48　
「（
書
評
）
児
玉
寛
「『
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
と
『
法
律
解
釈
の
一
義
的
明
晰
性
ル
ー
ル
』
断
章
Ⅰ
」
河
内
宏
・
大
久
保
憲
章

　
　
　
　

・
采
女
博
文
・�

児
玉
寛
・
川
角
由
和
・
田
中
教
雄
編
『
市
民
法
学
の
歴
史
的
・
思
想
史
的
展
開
（
原
島
重
義
先
生

　
　
　
　

傘
寿
記
念
）』（
信
山
社
、
二
〇
〇
六
年
）、
同
「
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
類
推
論
に
つ
い
て
・
断
章
Ⅱ
」
林
信
夫
・
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佐
藤
岩
夫
編
『（
広
中
俊
雄
先
生
傘
寿
記
念
論
集
）
法
の
生
成
と
民
法
の
体
系
』（
創
文
社
、
二
〇
〇
六
年
）」

�

『
法
制
史
研
究
』
五
七
号　
　
　
　

二
〇
〇
八
年

49　
「
新
司
法
試
験
・
論
文
問
題
の
分
析
・
民
事
系
科
目
〔
第
一
問
〕（
民
法
）」�『
受
験
新
報
』
六
九
〇
号　
　
　
　

二
〇
〇
八
年

50　
「
民
法
典
体
系
の
あ
り
方
を
ど
う
考
え
る
か
―
―
パ
ン
デ
ク
テ
ン
、
イ
ン
ス
テ
ィ
ト
ゥ
テ
ィ
オ
ー
ネ
ン
、
そ
の
他
」

　
　
　
　

椿
寿
夫
・
新
美
育
文
・
平
野
裕
之
・
河
野
玄
逸
編
『（
法
律
時
報
増
刊
）
民
法
改
正
を
考
え
る
』（
日
本
評
論
社
）�

二
〇
〇
八
年

51　
「
第
三
者
の
債
権
侵
害
と
妨
害
排
除
（
最
判
昭
和
二
八
年
一
二
月
一
八
日
）

�

『
民
法
判
例
百
選
Ⅱ
債
権
〔
第
六
版
〕』
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
九
六
号　
　
　

二
〇
〇
九
年

52　
「
新
司
法
試
験
論
文
問
題
の
分
析
・
民
事
系
科
目
第
二
問
〔
第
一
問
～
三
〕（
民
法
）」

�

『
受
験
新
報
』
七
〇
二
号　
　
　

二
〇
〇
九
年

53　

�「
物
権
変
動
の
時
期
（
一
）
特
定
物
の
売
買
」「
物
権
変
動
の
時
期
（
二
）
解
除
条
件
付
売
買
契
約
」「
物
権
変
動
の

　
　
　
　

時
期
（
三
）
不
特
定
物
の
売
買
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
恒
雄
・
潮
見
佳
男
編
『
判
例
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
民
法
Ⅰ
総
則
・
物
権
』（
信
山
社
）�

二
〇
一
〇
年

54　
「
公
認
会
計
士
試
験
選
択
科
目
対
策
直
前
講
座
・
民
法
」�

『
税
経
セ
ミ
ナ
ー
』
二
〇
一
〇
年
七
月
号　
　
　

二
〇
一
〇
年

55　
「
平
成
二
二
年
度
新
司
法
試
験
・
論
文
問
題
と
解
説
・
民
事
系
科
目
第
二
問
〔
第
一
問
～
二
〕〔
設
問
五
〕（
民
法
）」

�

『
受
験
新
報
』
七
一
四
号　
　
　

二
〇
一
〇
年

56　
「
共
有
持
分
権
に
基
づ
く
抹
消
登
記
請
求
の
可
否
」（
最
判
平
成
二
二
年
四
月
二
〇
日
）」

�

『
民
商
法
雑
誌
』
一
四
二
巻
四
・
五
号　
　
　

二
〇
一
一
年

57　
「
平
成
二
三
年
度
公
認
会
計
士
試
験
・
論
文
式
試
験
・
選
択
科
目
重
点
対
策
」

�

『
税
経
セ
ミ
ナ
ー
』
二
〇
一
一
年
七
月
号
別
冊
付
録　
　
　

二
〇
一
一
年
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58　
「
新
司
法
試
験
・
論
文
式
問
題
と
解
説
二
〇
一
一
・
民
事
系
科
目
〔
第
一
問
〕」

�

『
受
験
新
報
』
七
二
六
号　
　
　

二
〇
一
一
年

59　
「
平
成
二
三
年
度
公
認
会
計
士
試
験
論
文
式
試
験
・
全
問
題
と
模
範
解
答
（
民
法
）」

�

『
税
経
セ
ミ
ナ
ー
』
二
〇
一
一
年
一
〇
月
号
別
冊
付
録　
　
　

二
〇
一
一
年

60　
「
司
法
試
験
・
論
文
式
問
題
と
解
説
二
〇
一
二
・
民
事
系
科
目
〔
第
一
問
〕」�

『
受
験
新
報
』
七
二
八
号　
　
　

二
〇
一
二
年

61　
「
平
成
二
四
年
度
公
認
会
計
士
試
験
論
文
式
試
験
選
択
科
目
ラ
ス
ト
チ
ェ
ッ
ク
・
民
法
」

�

『
税
経
セ
ミ
ナ
ー
』
二
〇
一
二
年
九
月
号　
　
　

二
〇
一
二
年

62　
《Law

 School and Legal Clinic in Japan

》

�

『
法
學
研
究
』（
忠
北
大
學
校
・
法
學
研
究
所
）
二
三
巻
二
号　
　
　

二
〇
一
二
年

63　
「
司
法
試
験　

論
文
式
問
題
と
解
説
二
〇
一
三
・
民
事
系
科
目
〔
第
一
問
〕�

『
受
験
新
報
』
七
五
〇
号　
　
　

二
〇
一
三
年

64　
「
相
続
財
産
の
共
有
と
相
続
財
産
中
の
可
分
債
権
」

�

末
川
民
事
法
研
究
会
編
『
最
高
裁
民
法
判
例
研
究
・
第
二
巻
』（
日
本
評
論
社
）　　
　

二
〇
一
三
年

65　
「
日
本
リ
ー
ガ
ル
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
臨
床
教
育
）
の
現
状
と
示
唆
点
―
―
九
州
大
学
で
の
経
験
を
中
心
に
（
招
待
講
演
）」

�
『
釜
山
大
学
校
・
法
学
研
究
』、
五
五
巻
一
号　
　
　

二
〇
一
四
年

66　
「
司
法
試
験　

論
文
式
問
題
と
解
説
二
〇
一
四
・
民
事
系
科
目
〔
第
一
問
〕」�

『
受
験
新
報
』
七
六
二
号　
　
　

二
〇
一
四
年

67　
「
第
三
者
の
債
権
侵
害
と
妨
害
排
除
（
最
判
昭
和
二
八
年
一
二
月
一
八
日
）」

�

中
田
裕
康
・
窪
田
充
見
編
『
民
法
判
例
百
選
Ⅱ
債
権
〔
第
七
版
〕』
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
二
二
四
号　
　
　

二
〇
一
五
年

68　

�

九
州
大
学
法
学
部
百
年
史
編
集
委
員
会
「
九
州
大
学
法
学
部
・
法
科
大
学
院
の
歩
み
―
―
一
九
二
四
年

　
　
　
　
　
（
法
文
学
部
創
設
）
か
ら
二
〇
一
二
年
ま
で
―
―
」（
担
当
部
分
：
第
一
編
第
七
章
お
よ
び
第
二
編
）
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�

『
法
政
研
究
』
八
一
巻
四
号　
　
　

二
〇
一
五
年

69　
「
司
法
試
験
・
論
文
式
問
題
と
解
説
二
〇
一
五
〔
民
事
系
科
目
第
一
問
〕」�

『
受
験
新
報
』
七
七
四
号　
　
　

二
〇
一
五
年

71　
「
司
法
試
験
・
論
文
式
問
題
と
解
説
二
〇
一
七
〔
民
事
系
科
目
第
一
問
〕�

『
受
験
新
報
』
七
九
八
号　
　
　

二
〇
一
七
年

Ⅳ　

学
会
発
表
等

１　
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
物
権
・
債
権
峻
別
論
の
展
開
」�

日
本
私
法
学
会
第
五
〇
回
大
会
（
明
治
学
院
大
学
）　　
　

一
九
八
六
年

２　
「
物
権
・
債
権
峻
別
論
の
現
代
的
意
義
」�

九
州
法
学
会
第
八
三
回
大
会
（
九
州
大
学
）　　
　

一
九
九
一
年

３　
「『
使
命
』
の
誕
生
と
そ
の
情
況
―
―
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
手
稿
『
政
治
。
最
近
の
諸
立
法
』
に
つ
い
て
」

�

比
較
法
史
学
会
第
二
回
夏
期
例
会
（
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
）　　
　

一
九
九
五
年

４　
「
日
本
の
判
例
に
お
け
る
ド
イ
ツ
民
法
典
へ
の
依
拠
」（
独
語
報
告
）

　
　
　
　

マ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ン
ク
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
史
研
究
所
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ド
イ
ツ
民
法
典
と
裁
判
官
」

�

（
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
（
マ
イ
ン
））　　
　

一
九
九
九
年

５　
「
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
と
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
―
実
証
化
す
る
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
研
究
」

�

第
三
三
九
回
法
制
史
学
会
近
畿
部
会
（
同
志
社
大
学
）　　
　

一
九
九
九
年

６　
「
日
本
に
お
け
る
オ
イ
ゲ
ン
・
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
の
受
容
、
法
社
会
学
お
よ
び
民
法
学
」（
独
語
報
告
）

　
　
　
　

ル
ー
ド
ヴ
ィ
ヒ
・
ボ
ル
ツ
マ
ン
・
比
較
法
制
研
究
所
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
本
法
の
近
代
化
に
与
え
た
オ
ー
ス
ト

　
　
　
　

リ
ア
の
影
響
」（
ウ
ィ
ー
ン
大
学
）�

二
〇
〇
三
年

７　
「
近
世
日
本
に
お
け
る
演
劇
の
法
」（
独
語
報
告
）

�

「
著
作
権
法
の
歴
史
と
未
来
」
研
究
会
（
ベ
ル
リ
ン
大
学
）　　
　

二
〇
一
一
年
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８　
「
日
本
に
お
け
る
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
受
容
の
諸
相
と
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
像
」（
独
語
報
告
）

　
　
　
　

マ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ン
ク
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
史
研
究
所
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
国
際
的
な
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
？
」

�

（
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
（
マ
イ
ン
））　　
　

二
〇
一
一
年

９　
「
日
本
に
お
け
る
債
務
法
改
正
と
私
的
自
治
―
契
約
、
合
意
お
よ
び
個
人
意
思
」（
独
語
報
告
）

　
　
　
　

�

中
国
政
法
大
学
中
徳
法
学
院
主
催
、
ド
イ
ツ
学
術
交
流
会
（
Ｄ
Ａ
Ａ
Ｄ
）・
コ
ン
ラ
ー
ト
・
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
財
団

　
　
　
　
（
Ｋ
Ａ
Ｓ
）
後
援
、
大
会
「
私
的
自
治
―
―
課
題
と
限
界
―
―
」（
中
華
人
民
共
和
国
北
京
市
）�

二
〇
一
三
年

10　

�「
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
一
八
三
七
年
プ
ロ
イ
セ
ン
著
作
権
法
に
対
す
る
寄
与
―
―
大
学
教
師
と
し
て
の
サ
ヴ
ィ
ニ
ー

　
　
　
　

お
よ
び
彼
の
法
理
論
」（
独
語
報
告
）「
著
作
権
法
の
歴
史
と
未
来
」
研
究
会
（
ゴ
ー
タ
市
庁
舎
）�

二
〇
一
三
年

11　

�「
裁
判
官
に
よ
る
法
の
発
展
的
形
成
の
限
界
―
―
日
本
最
高
裁
判
所
の
二
つ
の
家
族
法
判
例
に
即
し
て
」（
独
語
報
告
）

　
　
　
　

�

ド
イ
ツ
学
術
交
流
会
（
Ｄ
Ａ
Ａ
Ｄ
）
東
ア
ジ
ア
同
窓
法
学
者
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
裁
判
官
の
独
立
、
独
立
の

　
　
　
　

保
障
、
法
の
発
展
的
形
成
」
國
立
政
治
大
学
（
中
華
民
国
台
北
市
）�

二
〇
一
三
年

12　
「
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
に
お
け
る
複
製
禁
止
と
講
義
」（
独
語
報
告
）」

�

「
著
作
権
法
の
歴
史
と
未
来
」
研
究
会
（
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
）　　
　

二
〇
一
五
年

13　
「
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
人
格
権
否
定
・
再
論
」（
独
語
報
告
）

�

「
著
作
権
法
の
歴
史
と
未
来
」
研
究
会
（
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
大
学
）　　
　

二
〇
一
七
年


